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1. 本誌 は ､物 性 の研 究 を共 同 で促 進 す るた め ､研 究 者 が その石升究 ･意

見 を 自由 に発 表 し討 論 しあ い､ また ､研 究 に開 通 した情 報 を速 や か

に交換 しあ うこ と を 目的 と して､毎 月 1回編 集 ･刊 行 され ます ｡ 渇

載 内 容 は ､研 究 論 文 ､研 究 会 ･国際 会 議 な どの報 告 ､講 義 ノー ト､

研 究 に開 通 した諸 問題 につ い て の 意 見､ プ レプ リ ン ト案 内 ､ ニ ュー

ス な どで､す ｡

2. 本誌 に掲 載 され る論 文 につ い て は ､原則 と して審 査 を行 な い ませ

ん｡但 し､編 集 者 が本 誌 に掲 載 す る こ と を著 し く不適 当 と言忍め た も

の につ い て は ､ 改 訂 を求 め ､ また は掲 載 を拒 絶 す る こ とが あ ります｡

3. 本誌 の掲 載 論 文 を他 の学術 雑 誌 に引用 す る と きは ､著 者 の承 諾 を

得 た上 で Private cornrnunication 扱 い に して下 さ い O

投稿規定

1. 原稿 は400字 詰 原稿 用紙 を使 用 し､雑誌 のペ ー ジ数 を節 約 す るため

に極 力簡 潔 に お書 き下 さい ｡

2. 原稿 は 2部 (オ リ ジナ ル原稿 及 び コ ピー) 提 出 して下 さ い ｡

3. 数 式 ､ 記 号 の書 き方 は Progress,Journalの投稿 規 定 に準 じ､

立 体 "[ "､ イ タ リ ッ ク "_ "､ ゴ シ ッ ク "".."､ ギ リシ ャ文 字 "ギ"､

花 文 字 ､ 大 文 字 ､小 文 字 等 を赤 で指 定 して下 さい｡ 又特 に区 別 しに

くい Oとaと0(ゼ ロ)､ uとnとr､ Cとe､ 1(ェ ル)と1(イチ)､Xと×(カケ

ル)､ uとV､ †(ダ ガ-)と+ (プ ラス)､4,と少とWrと¢等 も赤 で指 定 し

てTAさい｡

4. 数 式 は 3行 に わ た っ て大 き く書 い て下 さい｡

5. 1行 以 内 に お さま らな い可 能性 の あ る長 い数 式 等 は必 ず改 行 の際

の切 れ 目 を赤 で指 定 して下 さ い ｡

6. 図 は その ま ま印刷 で きる もの (原 則 と して トレー ス され た もの)

とその コ ピー を本 文 と別 に論 文末 尾 に揃 え､図 を入 れ るべ き位 置 を

本 文 の欄 外 に赤 で指 定 して下 さ い ｡ 図 の縮 尺 ､拡 大 は致 しませ ん｡

図 の 説 明 を含 め 1頁 (13× 19cnf) 以 内 に入 らな い もの ､ その ま ま印

刷 で きな い図 は原則 と して著 者 に返 送 し､ 書 き改 め て い た だ きます ｡

図 中 の 文字 は 活 字 に い た しませ ん｡ 図 の 説 明 は別紙 に書 き､ 原稿 に

添 えて下 さい｡

7. 投 稿 後 の原稿 の言丁正 は で きるだ け避 け るよ うに して下 さい ｡

8. 別刷 御 希望 の 方 は投 稿 の際 に50部以 上 10部 単 位 で お申込 み下 さい ｡

別刷 代 は別刷 代 金 表 (当会 に ご請 求 下 さい) に従 い､別刷 を受取 っ

て か ら 1ケ 月以 内 に納 め て下 さい ｡ (郵 便 切 手 に よ る受付 は い た し

ませ ん｡)

9. 原 稿 締 切 日は毎 月 5日で∴ 原 則 と して次 月発 行 誌 に掲 載 され ます ｡
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ニュ-ス

o談話会

2月 3日

2月 3日

2月 17日

2月 19日

2月 21日

2月 28日

3月 7日

3月 12日

3月 14日

"si(001)表面の秩序 ･無秩序転移 " 村田好正氏 (物性研 )

"He原子線回折による Si(100)面の構造解析 "

"イジング型磁性体におけるスピングラスと反強磁性秩序 との共存 "

吉沢英樹氏 (物性研 )

"StonerExcitationsinFerromagneticNiandFe"

J.Kirsclmer氏(KemforchungenlageJtihch)

"遷移金属の表面磁性の理論 " 長谷川秀夫氏 (物性研 )

"有効ポテンシャル展開法による電子ガス系の研究 "

"計算機実験で見た CDWの pinningとdepinning- 阿部修治氏 (電総研 )

"計算機実験 " 長谷田泰一郎氏 (茨城大 )

"ElementaryExcitationsintheFractionalQuantum HallEffect"

AllanH.MacDonald氏 (NationalResearchCouncilofCanada)

3月 18日 "ChaosinQuantum Systems"

H.J.Mikeska氏 (UniversitatHannover,Germany)
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編 集 後 記

学年末の行事や学会があわただしく過 ぎて新学年が始まるまでのつかの間の数 日は,例年の

ことながら一瞬airpocketに入 り込んだような心の静けさを感 じる. この時期 には珍 しく名

残 りの雪が,咲きなんとする桜花にひとしきり降る｡これが花冷えの雪か｡季節の移ろいは,

去 り行 くさびしさと共に新鮮な期待 を感 じさせる｡

今春 も幾人かの先生の退官記念講演を聞いた｡各先生の人柄が自ずとにじんでいる｡自から

の教育,研究生活を支えてくれた裏方さんへの賛辞 を語 られたA先生,研究のロマンを熱っぽ

く語 られたH先生,さわやかな後味が来たるべき新 しい季節-のここちょい序奏である｡

久 し降 りに編集委員会 も全員出席｡みんなの顔 もそれ とはなしにほころんで軽い話題が出る

のも,机上に積まれた豊富な原稿のせいだけではなかろう｡

研究会報告 ｢カオスとその周辺｣中の種子田先生の原稿には,見事な写真が数多 く同封 され

ていました｡経費の関係上,写真版でお見せ出来ないのが残念です し,先生には申し訳ありま

せん｡本号のコピーで興味を持たれた方には,直接先生の写真をご覧になることをお勧めしま

す｡

印刷上の出来,不出来について事務局のHさんが大変,気苦労されている事 もはじめて知 り

ました｡ (Y.A)

物 性 研 究 第 46巻第2号 (昭和 61年 5月号) 1986年 5月20日発行
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会員規定

個 人 会 員

1.会 費 :当会 の会 費 は前納 制 を とって い ます｡ した が って､ 3月末 ま

で にな るべ く 1年 間分会 費 を御 支払 い下 さい ｡

なお新 規 入会 お申込 みの場 合 は下 記 の会 費以外 に入会 金 と し

て､100円 お支払 い下 さい｡

1年 間 の会 津

lstvolume (4月号 ～9月号 ) 3,000円

2ndvolume (10月号 -3月号) 3,000円

計 6,000円

(1年 分 ま とめ て お支払 い が困 難 の 向 きは 1volume 分 ず つ で も

結構 です)

2. 支払 いの際 の注 意 :な るべ く振 替 用紙 を御 利 用 の上御納 入下 さい｡

(振 替貯 金 口座 京都 8-5312) (現 金 書留 は御遠 慮 下 さい)

なお通信欄 に送金 内容 を必 ず 明 記 して下 さ い ｡

雑 誌購 読 者 以外 の代理 人 が購 読 料 を送金 され る場 合 ､ 必ず会 員 香

人 の名 前 を明記 して下 さい｡

3. 送 本 中止 の場 合 :次 の volume よ り送 本 中止 を希望 され る場 合 ､

か な らず ｢退 会届 ｣ を送付 して下 さ い ｡

4. 会 費 の支払遅 滞 の場 合 :当会 の原則 と しては､正 当 な理 由 を く 2

vols.以 上 の会 費 を滞納 され た場 合 には､送本 を停 止 す るこ とに な

って い ます の IT+御留 意下 さい｡

5. ---括 送 本 を受 け る場 合 :個 人宛 送 本 中 に大学 等 で一括 配布 を受 け

る様 に な った場 合 は､ 必 ず ｢個 人宛 送 本 中止 ､一括 配 布 希望 ｣ の通

知 を して下 さい｡逆 の場 合 も同様 で す｡

6. 送 本 先 変更 の場 合 :住 所-､勤 務 先 の変 更 等 に よ り送 本 先 が変 った

場 合 は､必 ず送 本 先 変更 届 を才是出 して下 さい ｡

学校 ､研 究 所 等横 開 会 鼻

1. 会 費 :学校 ･研究 所 等 での入会 及 び個 人 で あ って も公 費払 いの と

きは機 関会 員 とみ な し､代 金 は､ 1冊 1,100円 ､ 1Vol.6,600円 ､

年 間 13,200円 です｡ この場 合 ､入会 金 は不 同 です｡ 学手交､研 究 f]i斤の

会 費 の支払 いは後払 いで も結構 で す ｡ 入会 申込 み を され る時 ､支孤

い に請 求 ､ 見積 ､納 品 書が各何 通 必要 か をお知 らせ下 さい ｡

を お､ 当会 の請求 書類 で は支払 い がで きない様 で した ら､貴 校 ､

貴 研究 機 関 の請 求 書美白を送付 して下 さい｡
2. 送本 中止 の場 合 :発 行途 上 にあ る volumeの途 中送 本 中止 は認 め

られ ませ ん｡退 会 され る場 合 には ､ 1ケ 月前 ぐらい に中止時 期 を明

記 して ｢退 会届 ｣ を送付 して下 さい ｡

雑 誌:未 着 の 場 合 :発 行 日よ り 6ケ 月以 内 に当会 まで ご連 絡 下 さい ｡

物 性 研 究 刊行 会

〒606京 郡 市 左京 区北 白川追 分 町 京 都 大学湯 川記念館 内

恐 (075)75112111内 線 7051 (075)722-3540(直通)
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